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    Twenty-two cases of pheochromocytoma encountered at our department between 1965. and 
1986 are reviewed. Eighteen of the patients were adults (26 to 62 years old) and 4 were children 
(9 to 13 years old). Thirteen were males and 9 were females. In a total of 23 operative procedures, 
31 tumors were resected excluding lymph node metastasis. The preoperative accuracy of the 
diagnostic methods for locating the tumor was as follows. KUB and intravenous pyelography with 
tomography in 12 of 31 tumors (39%), aortography and/or selective arteriography in 21 of 27 (78%), 
selective venous sampling for catecholamine level in 4 of 4 (100%), computed tomography in 10 
of 10 (100%), ultrasonography in 4 of 6 (67%), and iodine-l31 metaiodobenzylguanidine scintigraphy 
in 4 of 6 (67%) tumors. The tumors resected were cases, as followings, a single unilateral adrenal 
tumor in 14 (right 6, left 8), bilateral adrenal tumors, bilateral adrenal plus extraadrenal tumors 
and unilateral adrenal plus extraadrenal in each, one case and extraadrenal tumor in six cases 
(single 5, multiple 1). 
   Either lumbaror thoracolumbar surgery methods were adapted in 9 of 14 cases with single ad-
renal and one of 5 with single extraadrenal tumors, and in the remaining 13 cases transperitoneal 
methods were selected. One patient died on the 6th day after operation from gastrointestinal 
bleeding. Thus the surgical mortality rate in our series was 4.4%. Of the 3 patients with malignant 
pheochromocytoma, two (9 and 13 years old) are alive each 192 and 67 months after operation. The 
former is in a tumor-free condition, however in the latter multiple bone metastasis was detected 
37 months after operation The third patient (29 years old) died 62 months after operation from 
metastatic hemorrhagic tumors in the liver.
































副腎,両 側副腎+異所性(単 発),片側副腎+異 所性
(多発),異所 性(単発),異 所性(多 発)の6項 目































は8例 中7例に,NMの 上昇は8例中6例 にみとめ




瘍を有す る症例では9例中7例(78%)と 高頻度 に
NEの 上昇著明なものがみられ,逆 に重量150gを
上回る大きな腫瘍では7例 中3例(43%)と上昇著明
な症例は少なかった.ま た 小児例で は全例にNE,
NM,VMAな どの著明な上昇が,逆 に高齢者の2症
例ではCAの 上昇はさほど著明でなかった.
























(DSA)が施行 され る場合 が多 く,こ れ ら非侵襲
的な診断方法の組み 合せに よりユ979年以降は副腎お
よび異所性 の腫瘍 を含めて 高い陽性率 を得 ている






局 在 診 断 方 法 と 成 績 手術時間 術後手 術(分)
文献
KUBAOG
IVPPRPSAAP・VSCTUS鰹 至唖達 路 出mi(ml)経過
①(1965)46,女 左 腎 茎 部,4.5,16
②(1967)11,女 左 腎 茎 部,7,5,105
③(1969)52.男 右 副 腎,6.0,goo
④(1970)61.男 右 副 腎,11.0,190
⑤(1910)9,男 右 副 腎,5.0,30
左 腎 茎 部,3.3,12
左傍大動脈(上},1,5,2
(下},2.5,5
⑥(1971)31,女 左 副 腎,3.5.,15
⑦(1972)45,女 左 副 腎,3.0,12
⑧(1972)57,男 左 副 腎,12.0,350
右 副 腎,3.0,13
(多発)2.0.10
⑨(1973)26.女 左 腎 茎 部,7.2,68
⑩(1973)13,男 左 副 腎,2,0,6
右 副 腎,3,0,10
左傍大動脈(下J,7.5,80
⑪(19フ4)33.男 左 副 腎,7.6,85
⑫(1975)29,男 左 副 腎,12.0,500




















































































































































































例(⑦ ⑫)を 加えると7例となる.右副腎部,左 腎茎













行されてお りこのうち副腎にみ とめた13腫瘍(③ ～
⑧,⑩ ～⑬)中1例(⑩)の 右副腎の腫瘍を除き,全
例に腫瘍の存在が示唆されたが,異所性のものでは6






















































Tablc2,尿中CAお よび 代 謝産 物.
症例数 上昇(上昇著明)陽 性率(%)
E 18 12(t) 67
NE 21 20(7) 95
M 8 7(3) 88
NM 8 scz) 75
DOPA 7 3(3) 43
DA 7 3(t) 43





















































片 側 副 腎






























































部横切開が5例,正 中切開 が6例 で あ り前者のi例
(⑭)は後腹膜腔への腫瘍の浸潤が著しいため開胸術































































手 術 時 間(分)
Fig.3.手 術 時 間.
1595
209以下の片側副腎単発の腫瘍 であった.全 例 につ
いての平均出血量は1,123ml,これを到達方法別にみ
ると腹膜外的到達方法がとられた10例の平均術中出血



















































































腫 瘍 の大 き さ.
Fig。6,腫瘍 の重 量.
■量(B)
Table6.悪、性 例 の詳 細.
馴 年齢・性別 原賭 位 ・麗 伽)・ 鑛 浸潤,転移 経遇観 予後察期間
⑤9男 右 副 、腎5cm(30g) 悪性左腎茎部3cm(12g}




腸間 膜 リンパ 節,肝,膵
左 腎周 囲,脾,5年2ヶ 月 死 亡
肺,骨,肝





ては術直後 よりステロイ ド補充療法が開始 されてい











与を施行 し現在CAの 上昇な く画像診断上 も完全寛
解の状態が維持されている・症例⑫は初回手術時は肉
眼的にも組織学的にも悪性所見はなかった が20ヵ月






















褐 色 細 胞 腫 は 交 感 神 経 節,交 感 神 経 叢,傍 神 経 節
paraganglion,副腎 髄 質 に 存 在 し クロー ム染色 に 対 し
て 強 い親 和性 を 持 つ 細 胞chr・m・ffincellから発 生
す る腫 瘍 で あ りchromaffinoma,chromaffincell
tumorとも,ま た 傍 神経 節 か ら発 生 した 腫瘍 はpa-
ragangliomaとも称 され る.本 腫 瘍 内 に は 大 量 の
CA穎 粒 が存 在 す るが 細 胞 内 に取 り込 ま れ たtyrosin
奥山 ・ほか:褐色細胞腫 ・22症例
がDOPA,DAと 代謝されCA穎 粒内でNEが 産
生される.副腎以外ではNEの 産生までにとどまる

















女性277例,欧米文献で もほ ぼ同様 にやや女性に多







腫瘍ではEの増加よ りもNEの 排泄増加が著明に み
とめられるといわれているiz).腫瘍の大きさや存在部





のか,あ るいは中心部の壊死に よる嚢状変化のた め



















されたCAの 脳中へ の放出の問題,広 範囲の壊死や
石灰化 による腫瘍内のCA産 生能力自体の低下が考























迫や伸展,腫 瘍か ら分泌されたCAが 直接隣接する





















再発例 に対 して1970年前半 よ り試み られ,当 初の
AOGやSA.CTに て局在診断の不可能な症例に対
してもSVSで 陽性所見を認め た部位 のCTを 再































1311・MIBGの集積 は腫瘍部位,良 性 悪性,Eあ る
いはNEな どの分泌型や 血中CAの 濃度に無関
係に認め られ,blockerであ るPOBやpropra-


























tiveの頻度が高く,こ れ らに対 してはむ しろまず
13'1-MIBGシンチグラフィーを 行ない続いてこれの






ず腎孟,尿 管,膀 胱が造影されること,さ らに臓器特
異性つまりchromaffincellの他に甲状腺の髄様癌




















































的到達方法が採用され るべ きこ とはい うまで もな
い3240).また両側副腎の腫瘍に対しては腫瘍のみの切
除にとどめ健常部を残 した り,腫瘍と ともに摘出し
た非腫瘍部 を腎周囲被膜内や副腎部 あるい は大腿筋








発が401例(78.5%)となる.副 腎を左右別にみ る と
右副腎が191例に対 して左副腎が163例と右副腎にやや


























蓋内や馬蹄腎狭部な どの褐色細胞腫も報告 され てい
る21・44)
自験例 の うち異所性は6例(① ②⑤⑨⑩⑳)8腫
瘍であ りこの うち 腎茎部5腫 瘍,』腎動脈起始部より
やや上方 と下方の傍大動脈部に発生したものが合計


































































腫瘍の壊死に よりCAの 分泌を低下 させ,循 環 器系










年齢,性 別,年 度別症例数,術 前の尿中CAお よび
代謝産物の測定,腫 瘍局在診断方法 と成績,腫 瘍部







本論 文の一部 は第36回日本泌尿器科学会 申部総 会バ ネノレデ
ィスカッシ ョンにて発表 した.
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